











 愛知大学短期大学部留学生別科は 1988 年（昭和 63 年）に開設された。留学生たちが、
日本の大学、大学院に進学するために、在籍期間 1 年で日本語・日本事情を習得する進学
予備教育機関である。定員は 30 名で、開設当初は 1 クラス構成だったが、1990（平成 2）
年度から開講前にプレースメントテストが実施され、２つのクラス（A・B）で授業が行わ
れた。 
開設から 14 年経過したところで、2002（平成 14）年度から新たに全学的な組織、愛知
大学外国人留学生別科となり、2005（平成 17）年度まで存続した。 










 2017 年（平成 29 年）は、私にとって節目の年である。愛知大学を卒業してちょうど 30
年が過ぎ、日本語教師となって 30 年目となる。今こそ原点回帰の時である。 
組織的、数字的な記録は大学側にお任せし、拙稿では、愛知大学短期大学部留学生別科






















 愛知大学短期大学部留学生別科は 1988 年（昭和 63 年）に開設された。留学生たちが、
日本の大学、大学院に進学するために、在籍期間 1 年で日本語・日本事情を習得する進学
予備教育機関である。定員は 30 名で、開設当初は 1 クラス構成だったが、1990（平成 2）
年度から開講前にプレースメントテストが実施され、２つのクラス（A・B）で授業が行わ
れた。 
開設から 14 年経過したところで、2002（平成 14）年度から新たに全学的な組織、愛知
大学外国人留学生別科となり、2005（平成 17）年度まで存続した。 










 2017 年（平成 29 年）は、私にとって節目の年である。愛知大学を卒業してちょうど 30
年が過ぎ、日本語教師となって 30 年目となる。今こそ原点回帰の時である。 
組織的、数字的な記録は大学側にお任せし、拙稿では、愛知大学短期大学部留学生別科

































































山内先生のご助言により、1990 年（平成 2 年）9 月に「留別新聞」を発行することにな
った。留学生別科の出来事や先生がたのお話など、いろいろなことを学生たちに伝えたい
と思い、学生たち自身に読んでもらうため、紙面はＢ４用紙 1 枚とし、漢字にはすべてル





















































日本語」が完成し、1992 年（平成４年）4 月から使用することができた。＜資料 6･7 参照
＞私たちは次年度の刊行を目指し、すぐに改訂作業に取りかかった。使用語彙や会話文な
どの見直し、索引の作成に尽力した。どこをどのような理由で変更したいのか、共同研究

























































 毎年 12 月の恒例行事として、クリスマス会を開くようになった。場所は記念会館の 1 階
和室をお借りしたり、短大 3 号館（現在の 7 号館）2 階の教室で行ったりした。 
 留学生別科の教職員をネタにした○×ゲーム、輪ゴム渡しゲーム、色紙の交換など、楽し































久野かおる『随想歌－留学生に感謝します』新風舎 2005 年 
鈴木昌代「日本語基本文型と指導法―愛知大学留学生別科の実践―」愛知大学外国語研究 
室運営委員会編『愛知大学外国語研究室 紀要 第 17 号』1993 年 3 月所収 
愛知大学豊橋語学教育研究室編「LL ニュース No.20 特集 日本語教育」1990 年 1 月
発行 
「愛知大学同窓会名古屋支部会報 会報名古屋 第 39 号」2000 年 1 月発行 

久野 かおる（くの かおる）
昭和 62 年 愛知大学文学部文学科卒業 
昭和 63 年 愛知大学文学専攻科修了 
平成 10 年 愛知大学大学院文学研究科日本文化研究コース修士課程修了 
平成 13 年 愛知大学大学院文学研究科日本文化研究コース博士課程満期
退学 





＜資料 1＞ 「2000 年度 留学生別科 履修・生活案内」（写真左）と 



































































































































＜資料 10＞ クリスマス会 
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